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▶ 2点 A，Bを通り，両方向に限りなくのびているまっすぐな線を直線 ABという。

▶直線 ABのうち，点 Aから点 Bまでの部分を線
せん

分
ぶん

ABという。

　線分 ABの長さを，2点 A，B間の距
きょ

離
り

という。

▶点 Aを端
はし

として点 Bの方向に限りなくのびているまっすぐな線を半
はん

直
ちょく

線
せん

AB

という。

▶ 2つの線が交わる点を交
こう

点
てん

という。2直線ℓ，mが交わってできる角が直角で

あるとき，2直線ℓ，mは垂直であるといい，このことを，記号⊥を使って　

ℓ⊥m　と表し，「ℓ垂直 m」と読む。また，垂直な 2直線の一方を，他方の垂
すい

線
せん

という。

▶右の図のように，AM＝BM のとき，点Mを線分 ABの中
ちゅう

点
てん

といい，線分 AB

の中点を通り，ABに垂直な直線 mを線分 ABの垂
すい

直
ちょく

二
に

等
とう

分
ぶん

線
せん

という。

垂直二等分線学習1
　　　　　　　　 A
直線 AB

半直線 AB

線分 AB

距離

B

A B

A B

　　　　　　　　 

ℓ

m

交点

線分ABの
垂直二等分線

A M B

　　 　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図のように，4点 P，Q，R，Sが一直線上にあるとき，次の問い

に答えなさい。

1　直線 PQと直線 RSは同じ直線といえますか。

②　2点 P，S間の距離を求めなさい。

⑵　右の図の台形 ABCDについて，∠A＝∠B＝90° とするとき，次の問いに答

えなさい。

1　辺 ADと垂直な辺を，記号⊥を使って表しなさい。

②　辺 BCを辺 ABの何といいますか。

1確認確認
問題問題

　　　　　　　　　　　　 

P Q R S

3cm 6cm 4cm

□

□

　　　　　　　 　　 DA

B C

□

□

　　　 　右の図のように，4点 A，B，C，Dが一直線上にあるとき，

次の問いに答えなさい。

⑴　この直線を点 Bで切ったとき，Bを端
はし

として Aの方向にのびている線を何といいますか。

⑵　2点 B，D間の距離を求めなさい。

　　　 　⑴　1点を端として一方向に限りなくのびているまっすぐな線を半直線という。 　 半直線 BA

⑵　線分 BDの長さを求めればよい。2＋1＝3（cm） 　 3cm

　　　　　　　　　　　　 

A B C D

3cm 2cm 1cm1例題例題

解き方 答

答

108 数学 1年／○学

直線は両方向に限りなくのびているものなので，直線 PQと直線 RSは同じ直線を表している。
 答 いえる。

線分 PSの長さを求める。PS＝3＋6＋4＝13（cm）
 答 13cm

 答 AD⊥AB

 答 垂線
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　　 　　次の図は，直線ℓ上にない点 Pを通り，直線ℓに垂直な直線をひく作図を，2通りの方法で途中

まで行ったものである。必要な線をかき入れ，作図を完成させなさい。

⑴　 ⑵　

3確認確認
問題問題

□ 　　　　　　　　　　　　 

ℓ

P
□ 　　　　　　　　　　　　 

ℓ

P

　　　 　右の図で，直線ℓ上にない点 Pを通り，直線ℓに垂直な直線を，

2通りの方法で作図しなさい。

　　　 　次の 2通りの方法がある。

	

　　　　　　　　　　 

ℓ

P
3例題例題

解き方

1　点 Pを中心とする

円をかき，ℓとの交

点を A，Bとする。

②　A，Bを中心とし

て1と同じ半径の円

をかき，その交点と点 Pを通る直線を引く。

　　　　　　　　　　　 

ℓ

P

A B

答

1　直線ℓ上の2点A，

Bを中心として点 P

を通る円をかき，2

つの円の交点を通る

直線を引く。

　　　　　　　　　　　 

A B
ℓ

P
答

〈たこ形を利用した垂線の作図〉

　 垂線の作図学習3

　　 　　右の図について，次の問いに答えなさい。

⑴　線分 ABの垂直二等分線を作図しなさい。

　
⑵　線分 BCの中点Mを作図しなさい。

　　　　　　　　　　　　　 A

B C

2確認確認
問題問題

□

□

　　　 　右の図で，線分 ABの垂直二等分線を作図しなさい。

　　　 　線分 ABの垂直二等分線の作図の手順

1　点Aを中心として，適当な半径の円をかく。

②　点 Bを中心として，1と同じ半径の円をか

き，1の円との交点をそれぞれ C，Dとする。

③　C，Dを通る直線を引く。

　 　　　　　　　　　 A B2例題例題

　　　　　　　　　　　　　 答

A B

解き方 　　　　　　　　 

A B

C

D

　

▶定規とコンパスだけを使って図をかくことを，作
さく

図
ず

という。

▶線分 ABの垂直二等分線上の点は，線分 ABの両端の点 A，Bから等しい距離にある。また，2点 A，

Bから等しい距離にある点は，線分 ABの垂直二等分線上にある。

垂直二等分線の作図学習2

○学／数学 1年 109

2点 A，Bを中心として等しい半径の円を交わるようにかき，そ
の 2つの交点を通る直線を引く。

中点は線分を 2等分する点だから，線分 BCの垂直二等分線と
BCとの交点をMとする。

M

⑴

⑵
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練 習 問 題
1 ［垂直二等分線①］　次の［ 　 ］にあてはまる記号やことばを答えなさい。
　2点 A，Bを通り，両方向に限りなくのびているまっすぐな線を［ 　 ］1 といい，その一部で，点 Aから点 Bま
での部分を［ 　 ］② という。また，［ 　 ］② を，点 Aを端として点 Bの方向に限りなくまっすぐにのばしたものを
［ 　 ］③ ，点 Bを端として点 Aの方向に限りなくまっすぐにのばしたものを［ 　 ］④ という。

□
1例題例題

2 ［垂直二等分線②］　右の四角形 ABCDはひし形である。これについて，次の
問いに答えなさい。
⑴　対角線 ACと BDが交わる点 Oを何といいますか。

　
⑵　線分 ACと垂直な線分を，記号を使って表しなさい。
　

A

C

B DO

1例題例題

□

□

4 ［垂直二等分線の作図②］　右の図で，直線ℓ上にあって，AP＝BPと 

なるような点 Pを作図しなさい。

A

B

ℓ

□ 2例題例題

5 ［垂線の作図］　右の図の三角形 ABCで，辺 BCを底辺とする
ときの高さを表す線分 AHを作図しなさい。

B C

A

□ 3例題例題

3 ［垂直二等分線の作図①］　右の図の三角形 ABCで，辺 ABの中点M，
　辺 ACの中点 Nを結んだ線分MNを作図しなさい。□

A

B C

2例題例題

110 数学 1年／○学

両方向に限りなくのびた線を直線，直線の一部分を線分，線分を一方向にだけ限りなくまっすぐにのばしたもの
を半直線という。
 答 ①　直線 AB　　②　線分 AB　　③　半直線 AB　　④　半直線 BA

 答 交点

ひし形の 2本の対角線は垂直に交わる。
 答 AC⊥BD

P

線分 ABの垂直二等分線と直線ℓの交点が Pとなる。

H

M N辺 ABの垂直二等分線と辺 ABとの交点をMとし，
辺 ACの垂直二等分線と辺 ACとの交点を Nとする。

Sam
ple



応 用 問 題

3 右の図の学校の敷
しき

地
ち

内に，中学 3年生が卒業の記念として，
次の 2つの条件を満たす地点 Pにタイムカプセルをうめるこ
とにした。その地点 Pを作図によって求めなさい。
（条件 1） 　校門（点 A）とプール（点 B）から等しい距離にある。
（条件 2） 　鉄棒（点 C）と校舎（点 D）から等しい距離にある。 A

D

B

校門

C

鉄棒
プール

校　舎□

1 次の作図をしなさい。
⑴　三角形 ABCの辺 BC上にあって，AP⊥BC となる点 Pと，辺 AC

　上にあって，PQ⊥ACとなる点 Q

⑵　長方形 ABCDで，頂点 Aが頂点 Cと重なるように折り返すとき，その
　折り目となる線分

⑶　線分 AB上にあり，AP＋PC＝AB となるような点 P

A

B C

□

D

B C

A
□

A B

C□

2 右の図の三角形 ABCの辺 BC上にあって，AB＋BP＝

　AC＋CP となる点 Pを作図しなさい。
A

B C

□

○学／数学 1年 111

条件 1を満たす点は，線分 ABの垂直二等分線上にあり，
条件 2を満たす点は，線分 CDの垂直二等分線上にある。

線分 BCの垂直二等分線と線分 ABとの交点を Pとする。

点 Aを通る辺 BCの垂線と，点 Pを通る辺 ACの垂線を引く。

線分 ACの垂直二等分線を引く。

P

Q

AA

直線 BC上に，BA＝BA′ となる点 A′と CA＝CA″ となる
点 A″をとり，線分 A′A″の垂直二等分線と辺 BCとの交点を
Pとすれば，AB＋BP＝A′B＋BP＝A′P，
AC＋CP＝A″C＋CP＝A″P で，A′P＝A″P だから，
AB＋BP＝AC＋CP となる。

PA′ A″

P

P

Sam
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▶平面上の 2直線ℓ，mが交わらないとき，2直線ℓ，mは平行であるといい，こ

のことを，記号//を使って　ℓ//m　と表し，「ℓ平行 m」と読む。

平行な直線の作図学習2
　　　　　　　 ℓ

m

　

▶右の図のように，2本の半直線 OA，OBによってつくられる角を，記号∠を

使って∠AOBと表し，「角 AOB」と読む。

▶ 1つの角を 2等分する半直線を，角の二等分線という。

▶角の二等分線上の点は，角の 2辺から等しい距離にある。また，角の 2辺から等しい距離にある点は，

その角の二等分線上にある。※直線上にない点から直線まで引いた垂線の長さを，点と直線との距離という。

角の二等分線の作図学習1
　　　　　　　　 A

O

辺

辺頂点 B

　　 　　右の図で，点 Pを通る直線ℓに平行な直線を作図しなさい。 　　　　　　　　　　　 

ℓ

P

□
2確認確認

問題問題

　　 　　右の図で，∠AOP＝60°，∠BOP＝30°となるような半直線 OA，

　OBを作図しなさい。□
1確認確認

問題問題

PO

　　　 　右の図で，∠AOBの二等分線を作図しなさい。

　　　 　∠AOBの二等分線の作図の手順

1　点 Oを中心とする円をかき，辺 OA，OBとの交点を求める。

②　それぞれの交点を中心として，1と同じ半径の円をかく。

③　点 Oから②の交点を通る半直線を引く。
※∠AOB＝180°のとき，∠AOBの二等分線の作図は，直線 AB上の点 Oを通る ABの垂線の作図とみることができる。

　　　　　　　　　　　　　 A

BO

②

②

③①

1例題例題

解き方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
たこ形を利用するときは①と異なる半径にする。

　　　 　直線ℓに平行な直線を作図する手順を説明した次の文の［ ］にあてはまる記号を書きなさ

い。

　直線ℓ上に適当な点A，Bをとり，Aを中心として半径［ 1 ］の円をかき，

その円周上に適当な点 Pをとる。点 P，点［ ② ］を中心として，半径

［ ③ ］の円をかき，Aと異なる交点を Qとする。P，Qを通る直線を引く。

　　　 　角の二等分線の作図の手順を利用して，ひし形を作図する。 　 ①　AB　 ②　B　 ③　AB

2例題例題

　　　　　　　　　　　 

ℓ
A

P Q

B

解き方 答

112 数学 1年／○学

直線ℓ上に適当な点 Aをとり，Aを中心として，半径 APの円をかき，
直線ℓとの交点を Bとする。点 P，Bを中心として，半径 ABの円をかき，
Aと異なる交点を Qとする。P，Qを通る直線を引く。

①　点 Oを中心とする円をかき，OPとの交点を Qとする。
②　点 Qを中心に半径 OQの円をかき，①との交点を Aとし，半直線
　OAを引く。（三角形 AOQは正三角形になる。）
③　∠AOPの二等分線が半直線 OBとなる。

A

Q

B

BA

（Q）Sam
ple



　

▶円周の一部分を弧
こ

といい，右の図で，2点 A，Bを両端とする弧を ABと表し，

　「弧 AB」と読む。また，円周上の 2点を結ぶ線分を弦
げん

といい，両端が A，Bであ

る弦を，弦 ABという。

▶右の図のように，直線ℓと円 Oが 1点 Pだけを共有するとき，円 Oと直線ℓは

接
せっ

するといい，直線ℓを円 Oの接
せっ

線
せん

，点 Pを接
せっ

点
てん

という。

▶円の接線は，接点を通る半径に垂直である。

円の接線学習4
　　　　　　　 

A
弦 AB

弧 AB

O

B

）

　　　  　ABといえば，ふつう，小さい方の弧を指す。注意 ）

　　　　　　　 

接線接点

O

P
ℓ

　　 　　右の図の円 Oで，周上の点 Pを通る接線ℓを作図しなさい。 　　　　　　　　　　　 

O

P

□
4確認確認

問題問題

　　　 　右の図の円 Oで，周上の点 Aを通る接線ℓを作図しなさい。

　　　 　円の接線は，接点を通る半径に垂直である

から，点 Aを通り，OAに垂直な直線が接線ℓになる。

手順 …2点 O，Aを通る直線 mを引く。点 Aを通る

直線 mの垂線を作図する。

　　　　　　　 

A

O

4例題例題
　　　　　　　　　　　　 答

A

O

ℓ m
解き方

　

▶平行な 2直線ℓ，mがあるとき，直線ℓ上の点 Pと直線 mとの距離はつね

に等しい。この距離を，平行な 2直線ℓ，m間の距離という。

▶三角形 ABCを，記号△△を使って△△ABCと表し，「三角形 ABC」と読む。

▶線分 BCを共通の底辺とする△ABCと△A′BCにおいて，AA′//BC ならば，

　△ABC＝△A′BC である。

平行線と面積学習3
　　　　　　　　　 

B C

A′APℓ

m

　　　  　△ABC＝△A′BC は，△ABCと△A′BCの面積が等しいことを表している。注意

　　 　　右の図の平行四辺形 ABCDで，点 P，Qはそれぞれ辺 BC，CD上の点で，

PQ//BD である。図の中の三角形のうち，△ABPと面積の等しい三角形をすべ

て答えなさい。

　　　　　　　　　 

Q

P

DA

B C

□
3確認確認

問題問題

　　　 　右の図で，AD//BC，AB//DE であるとき，図の中の三角形のうち，

△ABEと面積の等しい三角形をすべて答えなさい。

　　　 　AD//BC より，△ABE＝△DBE　　AB//DE より，△DBE＝△DAE　　

AD//BC より，△DAE＝△DAB＝△DAC 　 △DBE，△DAE，△DAB，△DAC

　　　　　　　　 DA

B CE

3例題例題

解き方 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
答

○学／数学 1年 113

　　　　　　　AD//BC より，△ABP＝△DBP　　PQ//BD より，△DBP＝△DBQ
AB//DC より，△DBQ＝△DAQ 答 △DBP，△DBQ，△DAQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ℓ

Sam
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練 習 問 題

3 ［平行線と面積①］　右の図のように，四角形 ABCDの辺 CBの延長上に，
四角形 ABCDと△ECDの面積が等しくなるような点 Eをとる方法を次のよう
に説明した。［　　］をうめて説明を完成させなさい。
　『対角線［　　　　　］を引き，頂点 Aを通り，対角線［　　　　　］に平行な
直線をℓとして，ℓと辺［　　　　　］の延長との交点を Eとする。』

A

CE B

D
□

3例題例題

2 ［平行な直線の作図］　右の図で，直線ℓ上に 1辺があり，点 A，Pが頂
点となるひし形を 1つ作図しなさい。

ℓ
A

P

□ 2例題例題

4 ［平行線と面積②］　右の図のように，折れ線 ABCを境界線とする㋐，㋑の 2

つの土地がある。2つの土地の面積は変えずに，境界線を点 Aを通る直線 APに
改めたい。点 Pは直線ℓ上にあるものとして，直線 APを作図しなさい。

C

B

A

ℓ

㋐ ㋑

□

3例題例題

5 ［円の接線］　右の図で，直線ℓ上の点Mで直線ℓに接し，点 A

を通る円を作図しなさい。

M

A

ℓ

□ 4例題例題

1 ［角の二等分線の作図］　右の図は，直線 AB上の点 Cから半直線 CD

を引いたものである。このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　∠ACD，∠BCDの二等分線 CP，CQをそれぞれ作図しなさい。

⑵　∠PCQの大きさを求めなさい。
BA C

D

1例題例題

□

□

114 数学 1年／○学

点 Aと Cを結ぶ。点 Bを通り ACに平行な直線を引き，直線ℓとの交点を Pと
する。

点Mで直線ℓに接する。→ 中心は点Mを通る直線ℓの垂線上にある。
点 Aと点Mを通る。→中心は点 A，Mから等しい距離にある。
 →中心は線分 AMの垂直二等分線上にある。
よって，円の中心は，点Mを通る直線ℓの垂線と線分 AMの垂直二
等分線の交点となるから，これを Oとして，半径 OMの円をかく。

∠PCD＝ 12∠ACD，∠DCQ＝ 12∠DCB だから，

∠PCQ＝ 12∠ACD＋ 12∠DCB＝ 12（∠ACD＋∠DCB）＝ 12×180°＝90°
 答 90°

点 Aを中心として，半径 APの円をかき，直線ℓとの交点を Bとする。
点 P，Bを中心として，半径 ABの円をかき，Aと異なる交点を Qとする。
点 A，P，Q，Bを順に結ぶ。

P

Q

Q

B

ℓ

P

O

直線ℓの垂線

線分AMの垂直二等分線

BD

CB

BD

Sam
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応 用 問 題

3 右の図の△ABCの辺 BC上の点 Pを通り，△ABCの面積を 2等分する直線ℓ
を作図する手順を説明しなさい。

PB C

A

□

1 次の図のように，直線ℓ上に 2点 A，Bがある。⑴では，∠ABP＝60°となるような半直線 BPを，⑵では，
∠ABQ＝75°となるような半直線 BQをそれぞれ作図しなさい。
⑴　 　⑵　□

BA
ℓ

□

A B
ℓ

2 右の図のように，∠XOYと辺 OY上の点 Pがある。点 Pで辺 OYに
接する円のうち，辺 OXにも接する円を作図しなさい。

PO Y

X

□

4 右の図のように，2点 A（－4，4），B（11，6）と，x軸上を動く点
Pがある。AP＋BPの長さがもっとも短くなるときの点 Pの座標を，
右の図を利用して求めなさい。

B
5

－5

5 P 10

A

y

x－5 O

□
難
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答 ①　辺 ACの中点をMとする。
 ②　点 Bを通り，直線 PMに平行な直線と辺 ACとの交点を Qとする。
 ③　2点 P，Qを通る直線をℓとする。
 △QPC＝△QPM＋△CPM＝△BPM＋△CPM＝△BMC＝ 12△ABC となる。

M

Q

ℓ

∠XOYの二等分線と，点 Pを通る辺 OYの垂線をそれぞれ引く。
この 2直線の交点を中心として，点 Pを通る円をかく。

右の図のように点 A′（－4，－4）をとると，AP＝A′P となるから，
AP＋PB＝A′P＋PB　　A′P＋PBの長さがもっとも短くなるのは，
A′，P，Bが一直線上にあるときだから，A′と Bを結ぶ線分を引
けば，求める点 Pの座標が（2，0）になることがわかる。
 答 （2，0）

P

Q
（D）（C） ②　点Bを通る

　　直線ABの垂線

③　∠CBDの二等分線

①　∠CBA＝60°と
　　なる半直線

55P

A′AA

点 A，Bをそれぞれ中心として，ABを半径とする
円をかき，その交点と点 Bを結ぶ。∠ABPは正三
角形の 1つの角なので，60°になる。

上の①～③の順に作図する。

Sam
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図形の移動
P.192~196教科書5 章  平面図形

18
　 

▶図形の形や大きさを変えずに，図形の位置だけを変えることを，図形の移
い

動
どう

という。

▶図形を，一定の方向に一定の距離だけずらす移動を平
へい

行
こう

移動という。

平行移動学習1

　　 　　右の図で，△ABCを，矢印の方向に矢印の長さだけ平行移

動した図形を△PQRとするとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△PQRをかきなさい。

⑵　線分APと線分CRの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　 

A

B

C

1確認確認
問題問題

□

□

　　　 　右の図で，△DEFは，△ABCを，矢印の方向に矢印の長

さだけ平行移動した図形である。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　対応する辺 ABと DE，BCと EF，CAと FDの間には，それぞ

れどんな関係があるか，記号を使って表しなさい。

⑵　対応する角∠Aと∠D，∠Bと∠E，∠Cと∠Fの間には，それ

ぞれどんな関係があるか，記号を使って表しなさい。

　　　 　⑴　対応する辺の長さは等しく，平行である。 　 AB＝DE，BC＝EF，CA＝FD

 AB//DE，BC//EF，CA//FD

⑵　対応する角の大きさは等しい。 　 ∠A＝∠D，∠B＝∠E，∠C＝∠F

　　　　　　　　　　　　　 
A

B

C

D

E

F

1例題例題

解き方 答

答

　 

▶図形を，1つの点を中心として一定の角度だけ回転させる移動を回
かい

転
てん

移動といい，中心とした点を回

転の中心という。回転移動のうち，180°回転移動させる移動を，点
てん

対
たい

称
しょう

移動という。

回転移動学習2

　　　 　右の図で，△DEFは，△ABCを，点 Oを回転の中心とし

て反時計回りの方向に90°回転移動した図形である。このとき，次の

問いに答えなさい。

⑴　線分 OCと線分 OFの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

⑵　∠BOEの大きさを求めなさい。

　　　 　⑴　Fは，点 Cを，点 Oを回転の中心として，反時計回りの方向に90°回転移動した点である。

　線分 OC，OFは円の半径にあたるので，その長さは等しい。 　 OC＝OF

⑵　∠AOD＝∠BOE＝∠COF＝90° となる。 　 90°

　　　　　　　　　　　　　 
O

A

B

C

D

E

F2例題例題

解き方

答

答
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各点を右に 6，上に 1移動させる。

平行移動では，対応する点を結ぶ線分は平行で，その長さは等しい。
 答 AP//CR，AP＝CR

P

Q
RSam

ple



　 

▶図形を，1つの直線を折り目として折り返す移動を対
たい

称
しょう

移動といい，折り目とした直線を対称の軸と

いう。

対称移動学習3

　　 　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図で，△ABCを，点 Oを回転の中心として時計回りの方

向に90°回転移動した△PQRをかき，線分 OBと線分 OQの間に

ある関係を，記号を使って表しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　 

O A

B

C

2確認確認
問題問題

□

⑵　右の図で，△DEFは，△ABCを点 Oを回転の中心として時計回りの

方向に90°回転移動した図形である。このとき，次の問いに答えなさい。

1　∠BOEの大きさは何度ですか。

②　辺 DFと長さの等しい辺はどれですか。

　　　　　　　　　　　　 A

B
C

E

O

F
D

□

□

　　　 　右の図で，△DEFは，△ABCを，直線ℓを対称の軸として対

称移動した図形である。このとき，線分 BEと直線ℓの間にある関係を，

記号を使って表しなさい。

　　　 　対称移動では，対応する点を結んだ線分は，対称の軸に垂直に

なる。 　 BE⊥ℓ

　　　　　　　　　　　 ℓ
A

B

C

D

E

F

3例題例題

解き方

答

　　 　　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図で，△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称移動した

△PQRをかきなさい。また，直線ℓと，対応する 2点 A，Pを結

ぶ線分 APの関係をことばで説明しなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　 
A

B

C

ℓ3確認確認
問題問題

□

⑵　右の図で，△PQRは，△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称移動

した図形で，L，M，Nは，それぞれ直線ℓと AP，CR，BQとの交点

である。このとき，次の問いに答えなさい。

1　CM＝5 cm のとき，線分 CRの長さを求めなさい。

②　直線ℓは，線分 APとどのように交わっているか，記号を使って表しなさい。

　　　　　　　　　　　　 
A

B

C

N Q

R

P

M

L
ℓ

□

□
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∠AOP＝90°，OA＝OP となる点Pをとる。同様に点Q，Rをとっ
て，点 P，Q，Rを結ぶ。
 答 △PQR…右図　　OB＝OQ

 答 90°

 答 辺 AC

PQ

R

 答 △PQR…右図，直線ℓは線分 APを垂直に 2等分する。

RM＝CM＝5 cm だから，CR＝5×2＝10（cm） 答 10cm

直線ℓは線分 APの垂直二等分線である。
 答 ℓ⊥AP

P

Q

R

Sam
ple



練 習 問 題
1 ［平行移動］　右の図で，△ABCを，矢印の方向に矢印の長さだけ平
行移動した図形を△PQRとする。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△PQRをかきなさい。

⑵　線分 APと線分 BQの間にある関係を，記号を使って表しなさい。

　

2 ［回転移動］　右の図で，△ABCを，点 Oを回転の中心として180°回
転移動した図形を△PQRとする。このとき，次の問いに答えなさい。

⑴　△PQRをかきなさい。
　

⑵　このように，1つの点を中心として180°回転させる回転移動を特に
何といいますか。

A

B

C

1例題例題

□

□

O

A

B

C
2例題例題

□

□

4 ［平行移動，回転移動，対称移動］　右の図は，合同な直角二等辺三角形をしきつ
めたものである。次の三角形にあてはまるものを，㋐～㋗の記号で答えなさい。

⑴　㋐を，平行移動するだけで重なる三角形。

⑵　㋒を，直線ℓを対称の軸として対称移動するだけで重なる三角形。

⑶　㋔を，点 Oを回転の中心として回転移動するだけで重なる三角形。すべて答えなさい。

㋐

㋗ ㋖

㋒ ㋓

㋕

㋑ ㋔
ℓ

O

1例題例題 3例題例題～
□

□

□

3 ［対称移動］　右の図で，△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称移
動した図形を△PQRとする。このとき，次の問いに答えなさい。ただし，
方眼の 1目盛りは 1 cmとする。
⑴　△PQRをかきなさい。
　

⑵　線分 APと直線ℓの間にある関係を，記号を使って表しなさい。
　また，直線ℓを，線分 APの何といいますか。

⑶　線分 BQの長さを求めなさい。

A

B

C

ℓ

3例題例題

□

□

□
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各点を右に 5，下に 1移動させる。 

 
各頂点と点 Oについて点対称な位置に対応する頂点をとる。

 答 AP//BQ，AP＝BQ

 答 ㋓

 答 ㋗

時計回りの方向に90°回転すると㋒に，180°回転すると㋐に，270°回転すると㋖に重なる。
 答 ㋒，㋐，㋖

 答 点対称移動

P

Q

R

O

P

Q

R

 頂点 A，B，Cと直線ℓについて線対称な位
置にそれぞれ P，Q，Rをとる。 

直線ℓは線分 APの中点を通り，線分 APに垂直な直線である。
 答 AP⊥ℓ，垂直二等分線

P

Q

R

 答 6cm

Sam
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応 用 問 題

2 右の図で，△DEFは，△ABCを，OPを対称の軸として対称移動した
図形，△GHIは，△DEFを，OQを対称の軸として対称移動した図形で
ある。∠POQ＝45° のとき，次の問いに答えなさい。
⑴　∠BOHの大きさを求めなさい。

⑵　△ABCを，1回の移動で△GHIに重ねるには，どのように移動すれ
ばよいですか。

3 右の図で，△ABCを，点 Oを回転の中心として180°回転移動した図
形を，平行移動して△DEFに重ねたい。何cm平行移動すればよいです
か。ただし，方眼の 1目盛りは 1 cmとする。

　
4 右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴　A地を出発して川で水をくみ，B地まで運ぶときの最短の道のり
をかき入れなさい。ただし，水は直線ℓ上でくむものとする。

⑵　川に橋をかけて，A地から C地まで行くときの最短の道のりを
かき入れなさい。ただし，橋は，直線ℓ，m間に垂直にかけ，1本
の線で表すものとする。

O

P
A D

G

B
E

45°
H

C F

I

Q

□

□

O

A

B C D

EF

□

 ⑴

ℓ
m

A

川

B

難
□

 ⑵

ℓ
m

A

川

C

□

1 右の図のような台形 ABCDがある。これについて，次の問
いに答えなさい。
⑴　台形 ABCDを，点 Oを回転の中心として点対称移動した
台形 EFGHをかきなさい。

⑵　⑴でかいた台形 EFGHを，直線ℓを対称の軸として対称
移動した台形 IJKLをかきなさい。

O

A D

ℓ

B C

□

□
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∠BOP＝∠EOP，∠EOQ＝∠HOQ，∠EOP＋∠EOQ＝45° より，
∠BOH＝45°×2＝90° 答 90°

△ABCを点 Oを回転の中心として180°回転移動すると，右の図の
△PQRの位置にくる。RF＝6 cm だから，点 Rから点 Fの方向に
6 cmだけ平行移動すればよい。
 答 6 cm

点 Bを直線ℓを対称の軸として対称移動した点を B′とし，線分
AB′と直線ℓとの交点を Pとする。AP＋PB＝AP＋PB′ となる
ので，AP＋PB が最短の道のりとなる。

点 Cを川の幅の長さだけ上に平行移動した点を C′とし，線分 AC′
と直線ℓとの交点を Qとする。橋を QRとすると，RC＝QC′ と
なるので，AQ＋QR＋RC が最短の道のりとなる。

⑴と同様に，∠AOG＝∠COI＝90° となる。
 答 点 Oを回転の中心として時計回りの方向に90°回転移動する。

P

B′

PP

′

Q

R
C′

Q

R
C′

G
J

K

L

I
F

 E H

P

QR QSam
ple



1 垂直二等分線①　 

　次の問いに答えなさい。
⑴　右の図 1のように，2点 A，Bを通り，両方向に限りなくのびているまっすぐ
な線を何といいますか。

⑵　右の図 2のように，図 1のうちの点 Aから点 Bまでの部分を何といいますか。

⑶　右の図 3のように，点 Aを端として点 Bの方向に限りなくのびているまっす
ぐな線を何といいますか。

2 垂直二等分線②　 

　右の図で，四角形 ABCDは平行四辺形で，AB＝5cm，AD＝10cmである。
この平行四辺形の面積が40cm2のとき，次の問いに答えなさい。
⑴　点 Cと直線 ABとの距離を求めなさい。

⑵　2直線 AD，BC間の距離を求めなさい。

3 垂直二等分線の作図　 

　右の図の△ABCの辺 BC上に点 Pをとって，△ABCの面積を 2等分する
線分 APを作図しなさい。

4 垂線の作図　 

　右の図のような平行四辺形 ABCDがある。この平行四辺形の底辺を
ABとしたときの高さを示す線分 AHを作図しなさい。

　
5 60°，30°の角の作図　 

　右の図で，∠QOP＝150°となる半直線 OQを作図しなさい。

▶教科書 P.174

BA

図1

BA

図2

BA

図3

□

□

□

▶教科書 P.175，185

A D

B C

10cm

5cm
□

□

□
▶教科書 P.176

A

B C

□
▶教科書 P.178〜179

A

B C

D

□
▶教科書 P.181〜182

O P
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 答 直線 AB

 答 線分 AB

 答 半直線 AB

平行四辺形の辺 ABを底辺としたときの高さになるから，40÷5＝8（cm）
 答 8 cm

平行四辺形の辺 BC（AD）を底辺としたときの高さになるから，40÷10＝4（cm） 答 4 cm

BP＝CP より，Pは辺 BCの中点になるから，辺 BCの垂直二等分線と
辺 BCとの交点になる。

P

点 Aから辺 CDに引いた垂線と辺 CDとの交点が Hになる。 H

150°＝180°－30°であることから，正三角形 OABをつくり，
∠AOBの二等分線を OQとする。

Q （B）

（A）

Sam
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6 角の二等分線の作図　 

　次の作図をしなさい。
  

  

7 平行線と面積　 

　右の図で，点 D，Eはそれぞれ辺 AB，ACの中点で，DE//BC である。
このとき，△ABEと面積が等しい三角形をすべて答えなさい。

8 円と直線の作図　 

　右の図で，線分 AB上の点 Pで線分 ABに接し，線分 PQを弦にもつ円
Oを作図しなさい。

9 図形の移動　 

　右の図について，次の問いに答えなさい。
⑴　△ABCを平行移動するだけで重なる三角形を答えなさい。

⑵　△ABCを 1回回転移動するだけで重なる三角形を答えなさい。

⑶　△ABCを，直線ℓを対称の軸として対称移動した△PQRをか
きなさい。

⑷　△GHIを△JKLに重ね合わせるには，平行移動とどのような移動をすればよいですか。

▶教科書 P.182〜183

⑴　台形 ABCDの辺 CD上にあって，∠PBC＝45°
　となる点 P

□ ⑵　△ABCの線分 CD（Dは辺 AB上の点）上にあって，
　辺 AB，BCまでの距離が等しい点 P

□

A

B C

D A

D

B C

□
▶教科書 P.184〜185

A

CB

ED

□
▶教科書 P.186〜187

BA
P

Q

▶教科書 P.192〜196

B

A C

H

G
E

I

F D K

J L

ℓ
□

□

□

□
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円の中心 Oは，2点 P，Qから等しい距離にある。
よって，中心 Oは，点 Pを通る線分 ABの垂線と，
線分 PQの垂直二等分線の交点になる。

P

P

∠ABP＝∠PBC＝45° より，Pは∠ABCの二等分線
と辺 CDとの交点になる。

AB，BCまでの距離が等しい点は，∠ABCの二等
分線上にある。

AE＝EC より，△ABE＝△EBC　　DE//BC より，△EBC＝△DBC
AD＝DB より，△DBC＝△ADC

 答 △EBC，△DBC，△ADC

O

R P

Q
O

矢印の方向に，その長さだけ平行移動させる。
 答 △JKL

点 Oを中心として点対称移動させる。
 答 △DEF

△GHIを，右へ，目盛り 5個分平行移動してから，GI（JL）を対称の軸として対称移動する。
 答 対称移動

OSam
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100点
まとめテストまとめテスト

得点
5 章　平面図形

  右の図のように，線分 ABを 5等分する点 C，D，E，Fがある。このとき，次
の問いに答えなさい。 〈 4点× 4〉

⑴　直線 ADと直線 EFは，同じ直線といえますか。

⑵　点 A～ Fのうち，半直線 EC上にある点をすべて答えなさい。

⑶　点 Eを中点とする線分をすべて答えなさい。

⑷　線分 AEと長さが等しい線分をすべて答えなさい。

A C D E F B1

□

□

□

□

  次の作図をしなさい。 〈 6点× 2〉

 　
2
⑴　△ABCで，∠ACBの二等分線上にあって，
　2点 A，Cからの距離が等しくなる点 P

　

□

A

B C

⑵　中心 Oが直線ℓ上にあり，2点 A，Bを通る円
　

□
A

ℓ

B

  右の図のような線分 OAがある。このとき，次の問いに答えなさい。 〈 6点× 4〉

⑴　∠POA＝90° となる半直線 OPを作図しなさい。

⑵　∠QOA＝60° となる半直線 OQを作図しなさい。

⑶　∠ROA＝135° となる半直線 ORを作図しなさい。

⑷　⑵，⑶で作図した半直線 OQ，ORでつくる∠ROQの大きさを求めなさい。

AO

3
□

□

□

□
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直線は，両方向に限りなくのびているまっすぐな線だから，同じ直線といえる。
 答 いえる。

半直線 ECは，点 Eから Cの方へ限りなくのばしたまっすぐな線である。
 答 点 A，点 C，点 D，点 E

DE＝EF，CE＝EBである。
 答 線分 DF，線分 CB

3目盛り分の長さをもつ線分を答える。
 答 線分 CF，線分 DB

線分ABの垂直二等分線と直線ℓとの交点をOとし，
半径 OAの円をかく。

O

∠ACBの二等分線と線分 ACの垂直二等分線をそ
れぞれ引き，その交点を Pとする。

P

線分 OAを延長して直線とし，点 Oを通り，直線 OAに垂直な半直線
OPをひく。

点 Oから，OA上にとった点までを 1辺とする正三角形をつくり，辺を
延長した半直線 OQをひく。

AOの延長上に点 Bをとるとき，∠POBの二等分線を ORとすればよい。

P
⑴

⑶

⑵

R

B

Q

O

∠ROQ＝∠ROA－∠QOA＝135°－ 60°＝75°
 答 75°

⇔巻末の補充の問題⑤（P.168）で，この章で学習した内容を確実に身につけよう。
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  右の図の四角形 ABCDは平行四辺形で，Eは辺 BC上の点，Fは線分
AEと BDの交点である。このとき，次の問いに答えなさい。 〈 6点× 3〉
⑴　△ABDと面積の等しい三角形をすべて答えなさい。

⑵　△ABFと面積の等しい三角形を答えなさい。

⑶　点 Dを通る直線ℓ上に点 Pをとり，△DECと面積の等しい△DEPを作図しなさい。

A

B E

F

D

C

ℓ4

□

□

□

  右の図の四角形 ABCDについて，次の問いに答えなさい。
 〈 6点× 2〉

⑴　四角形 ABCDを，点 Oを回転の中心として反時計回りの方向
に90°回転移動した四角形 EFGHをかきなさい。

⑵　⑴でかいた四角形 EFGHを，矢印の方向へ矢印の長さだけ平
行移動した四角形 IJKLをかきなさい。

O

A

B C

D
6

□

□

  右の図は，合同なひし形を 8枚組み合わせたものである。これについて，
次の問いに答えなさい。 〈 6点× 2〉

⑴　アのひし形を，直線 ABを対称の軸として対称移動すると重なるひし形
はどれですか。

⑵　イのひし形を，点 Oを回転の中心として，時計回りに90°回転移動し，
さらに平行移動すると重なるひし形はどれですか。

O
A B

キ
クア

オエ

イ

カウ

7

□

□

　 　右の図で，△PQRは，△ABCを，点 Oを中心として回転移動した図
形である。このとき，回転の中心 Oを作図しなさい。 〈 6点〉□

5

A

B C
P

Q

R
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△ABE＝△DBE で，△ABFの面積は，△ABEの面積から△FBEの
面積をひいたものと考える。
 答 △DFE

点 Cを通り，直線 DEと平行な直線を引き，直線ℓとの交点を Pとする。 

∠AOE＝90°，OA＝OEとなる点 Eをとる。同様に，点 F，G，H
をとって，それらの 4点を結ぶ。

H

E
F

G

I

L

K

J

B

四角形 EFGHを，右に 6，上に 2移動させる。

P

90°の回転移動でクのひし形と重なり，平行移動でエのひし形と重なる。
 答 エ

直線 ABを折り目として折り返す移動。 答 エ

底辺が ADで高さが等しいから，△ABD＝△AED
AD＝BC より，底辺が等しく高さも等しいから，△ABD＝△DBC

 答 △AED，△DBC

C

O

点 Oは対応する 2点から等しい距離にあるから，線分 AP，BQ，
CRのうちの 2つの線分の垂直二等分線の交点を Oとする。
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1 次の図は，異なる 2回の移動を組み合わせて，△ABCを△PQRに重ね合わせたところを示している。どのよ
うな移動を組み合わせたものか，平行移動，回転移動，対称移動のうちからそれぞれ 2つ選びなさい。
⑴　 ⑵　

2 右の図のように，線分 ABと線分 BCがある。AD//BC，∠BCD＝90°
　となる台形 ABCDを作図しなさい。

　

3 右の図のように，直線ℓ，mと，m上の点 Aがある。直線ℓ上に点 B，
直線 m上の点 Aの右側に点 Cをとって，∠BAC＝45°，∠ABC＝60° と
なる△ABCを作図しなさい。

4 右の図で，直線ℓ上に点 Pをとり，AP＋BPの長さがもっとも短く
なるようにしたい。点 Pを作図しなさい。

□
A

B C

R Q

P

□
A P

Q

R
B C

A

B C

□

A
m

ℓ
□

A

B

ℓ

□
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チャレンジ問題

（例）（例）（例）（例）

C

R

（例）（例）（例）（例）

 答 回転移動と平行移動

点 Aを通り直線 BCに平行な直線を引く。次に，点 Cを通る直線 BC
の垂線を引き，2つの直線の交点を Dとする。

点 Aを通って直線mに垂直な直線と直線ℓとの交点を Dとし，∠DAE
の二等分線と直線ℓとの交点を Bとする。
次に，ABを 1辺とする正三角形の，点 Bをふくむ，辺 ABとは異なる 1
辺をひき，直線mとの交点を Cとする。

 答 対称移動と回転移動［対称移動と平行移動］

△PQRは，△ABCを裏返した向きになっているか
ら，対称移動が使われたことがわかる。

（E）

（D）

C

B

D

P

（A′）

（H）

点 Aから直線ℓに垂線をひき，ℓとの交点を Hとする。
直線 AH上に，AH＝A′H となる点 A′をとる。点 A′，Bを直線で
結び，その直線とℓとの交点を Pとする。
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１ 右の図のように，正方形 ABCD，正方形 EFCGがある。正方形 ABCDを，点 C

を中心として，時計まわりに45°だけ回転移動させると，正方形 EFCGに重ね合わ
せることができる。このとき，∠xの大きさを求めなさい。〈秋田〉

２ 右の図において，点 Aは辺 OX上の点である。点 Aから辺 OYに引いた
垂線上にあり，2辺 OX，OYから等しい距離にある点 Pを作図しなさい。

〈静岡〉

３ 右の図のように，直線ℓに対して点 Aと同じ側に点 Bをとる。また，点 Pは，点 Aを，
直線ℓを対称の軸として対称移動させたものである。
　線分 BPと直線ℓとの交点を Qとするとき，線分 AQ，QB，BPの長さの関係について正
しいものを，次のア～ウのうちから 1 つ選び，記号で答えなさい。〈沖縄改〉
ア　AQ＋QB は BPより大きい。
イ　AQ＋QB は BPと等しい。
ウ　AQ＋QB は BPより小さい。

４ 右の図のように，直線ℓ上にある点 Aと，直線ℓ上にない 2点 B，Cがある。
下の【条件】の1，②をともにみたす点 Pを，定規とコンパスを使って作図し
なさい。ただし，作図に使った線は残しておくこと。〈山形〉
【条件】

1　直線 APと直線ℓは，垂直である。
②　点 Bを，点 Pを中心として回転移動させると，点 Cと重なる。

５ 右の図のような長方形 ABCDがある。次の【条件】をすべて満たす点 Eを，
定規とコンパスを用いて作図せよ。ただし，点 Eの位置を示す文字 Eを書き
入れ，作図に用いた線も残しておくこと。〈鹿児島〉
【条件】

・線分 BEと線分 CEの長さは等しい。
・△BCEと長方形 ABCDの面積は等しい。
・線分 AEの長さは，線分 BEの長さより短い。

A D

B

F

E

G

C

x

□

A

Y

XO

□

ℓ

A P

B

□

B

C

Aℓ

□

A

B

D

C

□
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思考力 実践力 をのばす問題をのばす問題

H

Q

∠FCB＝45° だから，∠FCD＝90°－45°＝45°
四角形 HFCDの 4つの角の和は360°だから，
∠x＝360°－（90°＋45°＋90°）＝135°
 答 135°

点 Aから辺 OYに引いた垂線と，∠YOXの二等分線の交点を Pとする。

直線ℓは線分 APの垂直二等分線になり，
Qは直線ℓ上の点だから，AQ＝PQ
よって，AQ＋QB＝PQ＋QB＝BP となる。
 答 イ

辺 BCの垂直二等分線と辺 BC，ADとの交点をそれぞれ P，Qとして，点 Q
を中心とする半径 QPの円と辺 BCの垂直二等分線との交点を Eとする。

E

（Q）

（P）

P

点 Aを通る直線ℓの垂線と，線分 BCの垂直二等分線の交点を Pとする。

P
A
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